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兵 

庫 

県 

協

炊
き
出
し
に
協
力

　
兵
庫
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
金
本
州
司
会
長
）
は
１大西正清氏

日
、
た
つ
の
市
で
開
か
れ
た

兵
庫
県
・
播
磨
広
域
合
同
防

災
訓
練
（
兵
庫
県
と
中
播
磨

・
西
播
磨
の
５
市
６
町
主

催
）
に
参
加
し
、
揖
保
川
左

岸
千
鳥
ヶ
浜
河
川
敷
で
災
害

に
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。

　
訓
練
は
山
崎
断
層
を
震
源

と
す
る
直
下
型
大
規
模
地
震

と
そ
の
後
の
風
水
害
を
想
定

し
、
関
係
70
機
関
が

参
加
し
た
。
実
働
訓

練
は
メ
ー
ン
会
場
の

揖
保
川
左
岸
千
鳥
ヶ

浜
河
川
敷
、
一
般
避

難
所
訓
練
は
龍
野
体

育
館
、
福
祉
避
難
所

訓
練
は
社
会
福
祉
法

人
「
円
勝
会
」
と
太

子
町
の
社
会
福
祉
法

人「
大
和
福
祉
会
」、

物
資
海
上
搬
送
訓
練

は
室
津
漁
港
、
孤
立
集
落
救

出
救
助
訓
練
は
宍
粟
市
の
山

崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
行
っ
た
。

　
協
会
は
メ
ー
ン
会
場
で
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
防
災
特
性
を
訴
求

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。

西
播
東
支
部
（
大
西
正
清
支

部
長
）
は
地
域
の
婦
人
団
体

と
共
同
で
豚
汁
３
５
０
人
分

を
炊
き
出
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

供
給
。
支
部
か
ら
15
人
が
参

加
し
、
安
全
の
確
保
と
安
定

供
給
に
努
め
た
。

　
大
西
支
部
長
は
「
２
０
０

人
分
の
予
定
を
上
回
る
好
評

に
対
応
し
た
。
ブ
ー
ス
に
は

井
戸
敏
三
知
事
、
山
本
実
・

た
つ
の
市
長
や
市
幹
部
が
多

く
訪
れ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
防
災

性
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
婦
人
団

体
に
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

婦
人
団
体
と
豚
汁
３
５
０
人
分
を
炊
き
出
し
た

　
京
都
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青

年
部
（
中
村
薫
部
会
長
）
は

３
日
、
京
都
市
の
都
ホ
テ
ル

京
都
八
条
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
た
。
若
山
義
彦
・
全
国
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
参
事
が
「
業
界

の
事
業
環
境
の
現
状
と
対
策

へ
の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。

　
中
村
部
会
長
は
「
青
年
部

は
２
０
０
１
年
か
ら
廃
棄
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
回
収
事
業
に
取

り
組
み
、
福
祉
施
設
に
ガ
ス

衣
類
乾
燥
機
、
京
都
府
に
炊

き
出
し
セ
ッ
ト
、
府
協
会
に

可
搬
式
発
電
機
を
寄
贈
し

た
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
防
災

力
向
上
に
貢
献
で
き
た
こ
と

を
感
謝
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
ま
た
、
会
場
入
り

口
に
青
年
部
会
の
活
動
内
容

を
貼
り
出
し
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
若
山
氏
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
要

に
影
響
を
与
え
る
環
境
変
化

と
し
て
▽
少
子
高
齢
化
▽
地

球
温
暖
化
対
策
▽
電
力
・
都

市
ガ
ス
自
由
化

―
の
３
点

を
挙
げ
た
。

　
国
内
総
人
口
は
２
０
１
３

～
25
年
の
12
年
間
で
１
千
万

京
都
青
年
部 

業
態
改
革
へ
研
修

家
を
守
る
事
業
者
に

熱電併給

人
以
上
減
少
す
る
。
需
要
が

大
き
い
「
夫
婦
と
子
供
」
世

帯
は
10
～
30
年
の
20
年
間
で

３
０
０
万
世
帯
以
上
減
っ
て

し
ま
う
。
一
方
で
、
高
齢
者

を
中
心
に
単
身

世
帯
が
増
加
す

る
。

　
女
性
の
社
会

進
出
で
料
理
時

間
が
短
縮
し
、

中
食
の
充
実
も

あ
り
厨
房
の
ガ

ス
需
要
は
低
下

す
る
。
既
に
４

２
９
万
戸
の
賃

貸
用
の
空
き
家
が
あ
る
た
め

「
賃
貸
へ
の
過
剰
投
資
は
、

空
き
家
率
の
高
さ
か
ら
問
題

が
一
層
深
刻
に
な
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

国
策
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

が
推
進
さ
れ
、
電
力
・
都
市

ガ
ス
自
由
化
に
よ
り
４
大
都

市
圏
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
価
格
競
争
が
激
化
し
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
が
不
利
に
な
る
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

　
若
山
氏
は
「
今
以
上
の
高

気
密
住
宅
で
ス
ト
ー
ブ
を
使

え
る
の
か
」
と
問
題
提
起

し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
「
こ
ん
ろ

と
湯
沸
か
し
の
『
台
所
産

業
』
か
ら
脱
却
し
、
給
湯
燃

転
や
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る

需
要
増
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ

に
か
か
わ
る
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
担
い
「
家
を
守
る
事
業

者
」
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立

す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
畑

彦
会
長
は
閉
会
あ
い

さ
つ
で
「
災
害
が
相
次
ぐ

が
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
は
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
で
で
き
る
こ
と
を
説

明
し
、
採
用
し
て
も
ら
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
先
輩
の
代

か
ら
続
く
商
売
に
感
謝
す
る

た
め
に
も
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
で
何

が
で
き
る
か
を
伝
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
次
世
代
を
担
う
青

年
部
の
活
動
に
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。

中村薫部会長

業
界
の
現
状
と
展
望
を
語
る
若
山
義
彦
氏

滋 

賀 

県 

協

発
電
機
ア
ピ
ー
ル

　
滋
賀
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
青
山
金
吾
会
長
）
は
１

日
、
高
島
市
有
地
な
ど
で
行

わ
れ
た
滋
賀
県
総
合
防
災
訓

練
に
参
加
し
た
。
協
会
事
務

局
が
住
吉
公
園
で
の
展
示
・

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
ブ
ー
ス
を

出
展
し
た
ほ
か
、
高
島
支
部

（
藤
井
譲
支
部
長
）
が
市
民

会
館
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
燃
料
供

給
訓
練
を
行
っ
た
。

　
展
示
物
は
浄
水
装
置
（
ア

ク
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
）、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
容
器（
中
国
工
業
）、

衣
類
乾
燥
機（
リ
ン
ナ
イ
）、

可
搬
式
発
電
機
（
矢
崎
エ
ナ

ジ
ー
シ
ス
テ
ム
）。
発
電
機

で
浄
水
装
置
と
扇
風
機
を
稼

働
し
た
。
浄
水
装
置
は
逆
浸

透
膜
方
式
で
膜
口
径
は
水
分

子
レ
ベ
ル
の
０
・
０
０
０
１

㍈
。
温
泉
水
を
浄
水
し
、
試

飲
で
精
度
を
確
か
め
て
も
ら

っ
た
。
リ
ン
ナ
イ
は
電
気
乾

燥
機
の
３
分
の
１
の
時
間
で

浄水装置やＬＰガス発電機、ガス衣類
乾燥機を展示・ＰＲした

仕
上
げ
る
ガ
ス
乾
燥
の
優
位

性
を
Ｐ
Ｒ
。
可
搬
式
発
電
機

は
劣
化
し
な
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

特
性
や
、
有
事
の
際
に
は
軒

先
在
庫
を
使
え
る
利
便
性
な

ど
を
訴
求
し
た
。
来
場
者
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
分
散
型
特
性
を

Ｐ
Ｒ
す
る
小
冊
子
や
、
県
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
野
洲
の
お
っ

さ
ん
」
と
コ
ラ
ボ
し
た
協
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
な
ど
を

配
布
し
た
。

　
支
部
の
燃
料
供
給
訓
練
で

は
高
島
市
の
要
請
を
受
け
８

㌔
㌘
容
器
２
本
を
設
置
し
、

鋳
物
こ
ん
ろ
２
台
に
接
続
。

ガ
ス
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
炊

き
出
し
に
使
い
、
う
ど
ん
と

卵
、
マ
ツ
タ
ケ
の
吸
い
物
、

水
を
袋
に
入
れ
湯
煎
す
る
茶

碗
蒸
し
、
切
り
干
し
大
根
と

塩
昆
布
の
和
え
物
を
75
人
分

作
っ
た
。

京 

都 

府 

協

土
砂
災
害
を
想
定

　
京
都
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
畑

彦
会
長
）
は
１
日
、

長
岡
京
市
の
村
田
機
械
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
京

都
府
総
合
防
災
訓
練
に
参
加

し
た
。

　
豪
雨
に
よ
り
市
街
地
の
河

川
が
氾
濫
し
、
床
上
浸
水
や

住
家
の
孤
立
に
見
舞
わ
れ
、

同
日
に
有
馬
―
高
槻
断
層
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の

直
下
型
地
震
が
起
こ
り
、
火

災
や
建
物
破
壊
が
発
生
す
る

と
い
う
想
定
の
下
で
実
施
し

た
。

　
協
会
は
消
防
、
自
衛
隊
、

警
察
、
長
岡
市
土
木
協
会
な

ど
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
か

ら
の
救
出
・
救
助
訓
練
＝
写

真
＝
に
参
加
し
た
。
ミ
ラ
イ

フ
西
日
本
の
３
人
が
緊
急
出

動
車
の
横
断
幕
を
付

け
た
配
送
車
で
土
砂

災
害
の
現
場
に
到

着
。
転
倒
し
た
50
㌔

㌘
容
器
２
本
の
周
辺

を
ガ
ス
検
知
器
で
測

定
し
て
安
全
を
確
認

し
た
う
え
で
、
容
器

を
運
び
配
送
車
で
撤

収
し
た
。

　
畑
会
長
や
笹
部
忠

嗣
専
務
理
事
ら
が
訓

練
内
容
を
見
守
っ

た
。

府県防災訓練に参加

　
大
丸
エ
ナ
ウ
ィ
ン
大
阪
支

店
（
前
薗
友
彦
執
行
役
員
支

「
ぽ
っ
ぽ
ま
つ
り
」に
420
人

若
年
層
に
積
極
Ｐ
Ｒ

大丸大阪

店
長
）
は
７
日
、
堺
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
「
第
７
回

ぽ

っ

ぽ

ま

つ

り

」

を

開

い

た
。
４
２
０
人

が
来
場
し
た
。

　
会
場
で
は
ガ

ス
・
住
設
機
器

や
新
電
力
、
宅

配
水
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
生

活
関
連
サ
ー
ビ

ス
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
。
産
業
機
材
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
溶
接
機
や
工
具
、
砥

石
な
ど
の
商
材
を
一
堂
に
集

め
た
。

　
ガ
ス
機
器
メ
ー
カ
ー
は
パ

ロ
マ
、
ノ
ー
リ
ツ
、
パ
ー
パ

ス
、
リ
ン
ナ
イ
が
参
加
し

た
。
こ
ん
ろ
は
グ
リ
ル
調
理

や
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
と
の
セ
ッ

ト
提
案
を
充
実
。
給
湯
・
温

水
関
連
は
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
に

加
え
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯

器
や
浴
乾
な
ど
暖
房
端
末
を

訴
求
し
た
。
家
庭
用
の
衣
類

乾
燥
機
や
業
務
用
の
定
置
式

非
常
用
発
電
機
な
ど
、
新
た

な
需
要
を
創
造
す
る
機
器
も

提
案
し
た
。
住
設
は
ク
リ
ナ

ッ
プ
や
タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
、
ノ
ー
リ

ツ
な
ど
が
展
示
し
た
。

　
前
薗
支
店
長
は
「
ぽ
っ
ぽ

ま
つ
り
は
既
存
顧
客
に
謝
意

を
表
し
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
最
大
の
目
的
だ
が
、
当

地
域
に
多
い
ア
ク
ア
の
お
客

さ
ま
に
当
社
の
商
材
を
見
て

も
ら
い
、
ガ
ス
機
器
や
リ
フ

ォ
ー
ム
で
も
付
き
合
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
目
指
し
て
い

る
」
と
話
す
。
特
に
需
要
が

大
き
い
若
い
世
代
を
取
り
込

む
た
め
、
子
供
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
多
数
用
意
し
た
。

　
30
分
～
１
時
間
ご
と
に

「
朝
市
野
菜
１
０
０
円
ま
つ

り
」、
ピ
エ
ロ
の
バ
ル
ー
ン

シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
ダ

ン
ス
や
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。
箱
庭
の

よ
う
な
「
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
」

作
り
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ネ
ー
ル

ア
ー
ト
な
ど
子
供
や
若
年
層

向
け
企
画
を
集
め
た
。
飲
食

コ
ー
ナ
ー
は
松
屋
の
牛
丼
や

カ
レ
ー
が
人
気
を
呼
ん
だ
。

　
イ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
電
力
は

ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
ア
ク
ア
と

の
セ
ッ
ト
割
や
、
９
月
末
ま

で
の
契
約
な
ら
ば
半
年
間
割

り
引
く
サ
ン
キ
ュ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
の
特
典
で
勧
誘

し
た
。

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
多
彩
に
展
開
し
た

　
白
浜
ガ
ス
（
本
社
・
和
歌

山
県
白
浜
町
、
岩
橋
修
社

長
）
は
８
月
24
～
25
日
に
同

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
テ
ー
マ
パ

ー
ク
、
白
浜
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ

ン
ド
で
火
起
こ
し
と
あ
ぶ
り

出
し
体
験
を
実
施
し
た
。
エ

ネ
ラ
ン
ド
の
要
請
に
応
じ
て

行
っ
た
も
の
で
、
昨
年
に
続

き
２
回
目
。
来
場
者
に
炎
の

文
化
を
幅
広
く
伝
え
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
エ
ネ
ラ
ン
ド

が
子
供
た
ち
に
対
し
、
夏
休

み
の
自
由
研
究
の
課
題
や
科

学
、
実
験
、
環
境
問
題
な
ど

に
興
味
付
け
を
行
う
た
め
に

企
画
し
て
い
る
。
白
浜
ガ
ス

は
古
代
ひ
も
ぎ
り
式
火
起
こ

し
と
、
レ
モ
ン
汁
を
使
っ
た

あ
ぶ
り
出
し
体
験
を
実
施
し

た
。
参
加
者
は
昨
年
か
ら
倍

増
。
館
内
放
送
な
ど
で
も
案

内
し
、
火
起
こ
し
体
験
に
１

３
０
組
、
あ
ぶ
り
出
し
体
験

に
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

火
起
こ
し
は
親
子
一
組
で
試

み
、
あ
ぶ
り
出
し
は
各
自
が

半
紙
に
レ
モ
ン
汁
を
用
い
筆

で
絵
を
描
き
ガ
ス
こ
ん
ろ
の

炎
で
あ
ぶ
り
出
し
た
。

　
現
場
を
担
当
し
た
ガ
ス
課

の
田
尻
歓
喜
氏
は
「
親
子
、

家
族
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
。
火
起
こ
し
体
験
は
保
護

者
が
子
供
以
上
に
熱
が
入
る

な
ど
盛
り
上
が
っ
た
。
火
を

身
近
に
感
じ
、
火
の
あ
り
が

た
さ
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
に
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

半
紙
に
レ
モ
ン
汁
で
絵
を
描

い
て
あ
ぶ
り
出
し
を
体
験

火起こし・あぶり出し体験

火起こし体験企画に協力した

エ
ネ
ラ
ン
ド
企
画
に
協
力

炎
の
文
化
を
醸
成

白浜ガス

　
奈
良
市
（
仲
川
元
庸
市
長
）
は
市
立
小
中
学
校
38

校
の
給
食
調
理
室
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
し
、

８
月
26
日
か
ら
稼
働
し
た
。
市
は
調
理
現
場
の
環
境

改
善
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
災
害
対
応
力
を
評
価
し
、
合
計

46
台
、
１
１
７
２
馬
力
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
。
供
給
契

約
を
奈
良
市
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
商
業
協
同
組
合

（
福
井
清
紀
理
事
長
）
と
結
ん
だ
。
工
事
は
一
般
入

札
で
発
注
し
、
半
数
以
上
の
学
校
を
組
合
が
施
工
し

た
。

小
中
学
38
校
の
給
食
室
に

奈
良
市 

快
適
性
と
災
対
力
評
価

ＬＰガスＧＨＰ

　
組
合
に
は
奈
良
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
奈
良
支
部
（
松
阪
圭

二
支
部
長
）
の
全
会
員
が
加

盟
。
組
合
も
販
売
事
業
者
登

1172
馬
力 

地
元
協
組
が
供
給

録
を
し
て
お
り
、
38
事
業
者

で
構
成
す
る
。
引
き
渡
し
を

機
に
組
合
は
５
日
、
事
務
局

を
置
く
奈
良
市
の
加
藤
商
会

で
会
見
し
、
福

井
理
事
長
、
西

井
康
博
専
務
理

事
、
堀
内
眞
治

理
事
、
松
阪
圭

二
監
事
、
西
田

善

事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

　
組
合
は
、
今

回
と
は
別
の
市

立
中
学
14
校
の

給
食
室
16
カ
所
の
厨
房
と
、

こ
ど
も
園
２
カ
所
に
も
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
供
給
し
て
い
る
。
供

給
す
る
中
学
校
に
１
・
５
㌔

㌾
㌂
の
発
電
機
を
計
７
台
寄

贈
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
厨
房
熱
源
に

採
用
さ
れ
た
の
は
、
13
年
３

月
の
市
議
会
で
植
村
佳
史
市

議
が
「
給
食
室
は
災
害
時
に

炊
き
出
し
で
重
要
に
な
る

が
、
都
市
ガ
ス
利
用
施
設
で

は
使
用
で
き
な
い
。
バ
ル
ク

の
導
入
や
都
市
ガ
ス
と
の
併

用
が
必
要
」
と
質
問
し
た
の

が
契
機
。
当
時
の
副
市
長
は

防
災
の
た
め
の
学
校
施
設
を

整
備
す
る
と
回
答
し
た
。
市

内
に
は
災
害
時
に
避
難
所
と

な
る
市
立
小
学
校
が
43
校
、

中
学
校
が
21
校
あ
る
。
市
は

組
合
と
災
害
協
定
を
締
結
し

て
い
る
が
、
平
時
は
都
市
ガ

ス
の
み
を
使
用
す
る
学
校

に
、
有
事
だ
け
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

や
器
具
の
提
供
は
物
理
的
に

困
難
。
都
市
ガ
ス
使
用
校
に

も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
併
用
を
求
め
て

き
た
要
望
の
積
み
重
ね
が
、

給
食
室
の
厨
房
用
ガ
ス
供
給

や
今
回
の
給
食
室
へ
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
に
つ
な
が

っ
た
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
し
た
38
校

に
は
、
空
調
用
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

容
器
庫
を
構
え
50
㌔
㌘
容
器

で
供
給
。
給
食
室
の
大
き
さ

は
各
校
で
違
い
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

設
置
馬
力
数
も
１
台
16
馬
力

か
ら
２
台
46
馬
力
ま
で
と
さ

ま
ざ
ま
だ
。
１
校
当
た
り
の

容
量
は
最
大
で
50
㌔
容
器
10

本
だ
が
、
用
途
拡
大
に
よ
り

18
本
ま
で
拡
張
で
き
る
。
38

校
に
は
給
食
室
厨
房
を
含
め

熱
源
を
都
市
ガ
ス
で
賄
う
学

校
も
あ
る
。
メ
ー
ン
は
空
調

用
だ
が
、
災
害
時
を
踏
ま
え

都
市
ガ
ス
を
使
う
学
校
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
常
設
し
た
意
味
は

大
き
い
。

　
福
井
理
事
長
は
「
都
市
ガ

ス
を
使
う
学
校
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
併
用
す
る
意
義
を
市
長
に

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。
災

害
時
に
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
強
さ

を
発
揮
で
き
る
だ
ろ
う
」
と

語
る
。
稼
働
後
は
給
食
調
理

者
の
反
応
も
良
い
と
い
う
。

組
合
は
今
後
「
学
校
体
育
館

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｐ
空
調

を
要
望
し
て
い
く
」
方
針
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

力
を
尽
く
す
。

辰
市
小
給
食

室
の
外
観

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
テキストボックス
2019年9月16日付、プロパンブタンニュース紙面より抜粋


